


我国におけるガラクトース血症の年間発症頻度を正確に知るため実態調査を行った。55 年

度(昭和 55年 4月 1日→56年 3月 31日)厚生省発表の先天性代謝異常症の一覧表より各県

の代謝異常スクリーニングセンターまたは県の衛生局担当課へ問い合せを出し,その返事

より,患者を治療している病院へ問い合せをして確認する一方,厚生省治療研究班へ集計さ

れている本症のデーターとも照合した。その結果,55 年度,厚生省発表ではガラクトース血

症 19 例であったが,実際には,Ⅰ型の galactose1-phosphate Uridyl transferase欠損症で

は 2例(そのうち 1例は死亡),Ⅱ型 galactokinase欠損症は 1例うたがいとなっており,Ⅲ

型の UDP-galactose-4-epimerase 欠損症は 4例,のこりの 12 例は正常であることが判明し

た。これから発生頻度は,Ⅰ型からⅢ型まで合計して,検査総数 1,490,23 例中 7 例で

1/212,860 となり,Ⅰ型の transferase 欠損症は 2 例で,1/745,O11 となる。アメリカ N・Y

の 1/35,000 に比して著しく低頻度である。 


